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●病床機能ごとの医療需要の見込み（総計）
●基準病床数の見込み

1 大阪市二次医療圏の概要 (1)今後の医療需要の見込み

参照：第７次大阪府医療計画
一部改編

基準病床数の将来見込みでは、2030年に
おいても、既存病床数に達しない見込み。

（人/日） 対2013年 （人/日） 対2013年 （人/日） 対2013年 （人/日） 対2013年

高度急性期 3,251 3,558 1.09 3,565 1.10 3,533 1.09 3,503 1.08
急性期 8,286 10,013 1.21 10,252 1.24 10,199 1.23 10,131 1.22
回復期 7,672 9,596 1.25 9,876 1.29 9,839 1.28 9,786 1.28
慢性期 6,442 5,941 0.92 6,347 0.99 6,314 0.98 6,204 0.96
合計 25,651 29,108 1.13 30,040 1.17 29,885 1.17 29,624 1.15

2040年2013年
（人/日）

2025年 2030年 2035年

今後、2030年をピークに医療需要（特に、急性期と回復期）が増加し、その
後、横ばいからやや減少となる見込みである
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1 大阪市立総合医療センター ○ ○ ○ □ ○ ○ □ ○ ○

2 社会医療法人明生会明生病院 ○

3 東淀川区 宗教法人在日本南プレスビテリアンミッション淀川キリスト教病院 ○ ○ ○ ○

4 旭区 社会医療法人真美会中野こども病院 ○

5 社会医療法人協和会北大阪病院 ○

6 大阪市立十三市民病院 ○ ○ ○

7 社会医療法人協和会加納総合病院 ○ ○

8 健康保険組合連合会大阪中央病院 ○ ○

9 社会医療法人行岡医学研究会行岡病院 ○

10 社会福祉法人恩賜財団済生会支部大阪府済生会中津病院 ○ ○ ○ ○

11 一般財団法人住友病院 ○ ○

12 大阪整肢学院 ○ ○

13 公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院 ○ ○ ○ ○ ○

14 独立行政法人地域医療機能推進機構大阪病院 ○ ○ ○ ○

15 関西電力株式会社関西電力病院 ○ ○

16 此花区 社会福祉法人大阪暁明館大阪暁明館病院 ○

17 社会医療法人寿楽会大野記念病院 ○ ○

18 多根総合病院 ○ ○ ○ ○

19 公益財団法人日本生命済生会日本生命病院 ○ ○ ○ ○

20 港区 独立行政法人地域医療機能推進機構大阪みなと中央病院 ○ ○

21 ほくとクリニック病院 ○

22 社会福祉法人恩賜財団済生会支部大阪府済生会泉尾病院 ○ ○ ○ ○

23 一般財団法人淀川勤労者厚生協会附属西淀病院 ○

24 社会医療法人愛仁会千船病院 ○ ○ ○ ○

25 医療法人警和会第二大阪警察病院 ○

26 医療法人警和会　大阪警察病院 ○ ○ ○ ○ ○

27 大阪赤十字病院 ○ ○ ○ □ ○ ○ ○

28 社会医療法人弘道会なにわ生野病院 ○

29 社会福祉法人石井記念愛染園附属愛染橋病院 ○ □

30 社会医療法人寿会富永病院 ○ ○

所在地

北
部
基
本
保
健
医
療
圏

都島区

淀川区

北区

東

部
基

本
保
健

医
療

圏

天王寺区

浪速区

西
部
基
本
保
健
医
療
圏

福島区

西区

大正区

西淀川区

4

1 大阪市二次医療圏の概要(2)医療体制の概要①

●主な医療施設の状況（1）

新公立病院改革プラン補足調査対象病院が4病院、公的医療機関等2025
プラン対象病院が16病院である

注

注：公的医療機関等2025プラ
ン策定依頼時は、地域医療支
援病院承認前であったため、
「将来に向けた病院のプラン
に関する調査」に回答
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31 医療法人育和会育和会記念病院 ○

32 医療法人同友会共和病院 ○

33 医療法人味木会味木病院

34 社会医療法人大道会森之宮病院 ○ ○

35 社会福祉法人恩賜財団大阪府済生会野江病院 ○ ○ ○ ○

36 鶴見区 社会医療法人盛和会本田病院 ○

37
地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪国際が
んセンター

○ ○ ○ ○ ◇ ○

38 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター ○ ○ ○ □ ○ ○ ○

39 国家公務員共済組合連合会大手前病院 ○ ○ ○ ○

40 西日本旅客鉄道株式会社大阪鉄道病院 ○

41 大阪市立大学医学部附属病院 ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○

42 住吉区
地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪急性期・
総合医療センター

○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○

43 東住吉区 医療法人橘会東住吉森本病院 ○ ○ ○

44 西成区 医療法人山紀会山本第三病院 ○

45 社会医療法人景岳会南大阪病院 ○ ○

46 社会医療法人三宝会南港病院 ○

47 平野区 長吉総合病院 ○

4 16 2 13 15 15 2 18 23 6 7 1 8 1 1 4

※　「がん診療拠点病院」の◇印は「都道府県がん診療連携拠点病院（国指定）」、□印は「地域がん診療連携拠点病院（国指定）」、○印は「大阪府

     がん診療拠点病院（府指定）」を示す。

※　「周産期母子医療センター」の□印は「総合周産期母子医療センター」、○印は「地域周産期母子医療センター」を示す。
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1 大阪市二次医療圏の概要(2)医療体制の概要①

●主な医療施設の状況（2）

2019年５月末時点
【対象病院数174の内訳】
公立病院：４
公的病院：16
民間等病院：154

参照：第７次大阪府医療計画一部改編



1 大阪市二次医療圏の概要(2)医療体制の概要②（病床機能別実態）

参照：2018年度病院プラン調査等 6

病床機能別病床数において、高度急性期では公立・公的病院が、急性
期・回復期・慢性期では民間等病院が多い

床

●病床機能別病床数（病院プラン等提出156病院（公立4、公的15、民間等137））



1 大阪市二次医療圏の概要(2)医療体制の概要③（公民別病床機能）

参照：2018年度病院プラン調査等

7

公立・公的病院では高度急性期～急性期が大半を占め、民間等病院
では回復期～慢性期が約半数を占める

●公民別病床数の病床機能別割合(病院プラン等提出156病院（公立4、公的15、民間等137） ）



医療保険

DPC
45施設 17,330

床

一般病棟入院基本料
119施設
16,510床

一般病床 療養病床

回復期
リハビリテーション

34施設
1,628床

地域包括ケア病棟
（入院料）
23施設
1,114床

療養病棟
入院基本料

68施設
5,316床

小児
入院医療管理料
16施設 572床

障害者施設等
35施設 1,822床

緩和ケア病棟
7施設 168床

有床診療所
一般

56施設 511床

地域包括ケア病棟
（入院医療管理料）

17施設
386床

精神病床

7施設
235床

結核病床

1施設
39床

感染症病床

1施設
33床

有床診療所
療養

2施設
20床

特定機能病院
2施設 1,317床

（一般病床に限る）

専門病院
0施設 0床

救命救急
5施設 116床

特定集中治療室
19施設 218床

新生児
特定集中治療室

5施設 57床

新生児
治療回復室
6施設 74床

総合周産期特定集中治療室
母体・胎児 5施設 30床
新生児 3施設 39床

脳卒中ケアユニット
12施設 102床

ハイケアユニット
22施設 280床

小児
特定集中治療室

0施設 0床

特殊疾患
（入院料）
1施設 51床

特殊疾患
（入院医療管理料）

6施設 344床

1 大阪市二次医療圏の概要(2)医療体制の概要④（医療介護提供体制）

介護保険 その他

特別養護老人ホーム
141施設

12,790人定員

介護保険施設
234施設

21,098人定員

介護老人保健施設
85施設

7,980人定員

介護療養型医療施設
（介護療養病床）

8施設
328人定員

主な地域密着型
サービス
228施設

4,532人定員

地域密着型
養護老人ホーム

13施設
347人定員

認知症高齢者
グループホーム

215施設
4,185人定員

有料老人ホーム
339施設

15,051人定員

養護老人ホーム
12施設

767人定員

軽費老人ホーム
20施設

755人定員

サービス
付き

高齢者向け
住宅

176施設
8,002人定員

介護医療院
0施設

0人定員

8
出典 「医療保険」病床機能報告（2017年7月1日時点の医療機能：2018年10月集計）ただし、次項目は右記のとおり、精神病床・結核病床・感染症病床（大阪府健康医療部資料（2019年3月31日現在））「介護保険・その

他」大阪府福祉部資料（認知症高齢者グループホームは2018年1月1日現在、その他施設は2019年4月1日現在）

医療・介護提供体制は、多くの機能・施設から構成されている



854床⇒916床（＋62床）

600床⇒572床（▲28床）

1,317床⇒1,364床（+47床）
11,743床⇒11,691床（▲52床）

3,375床⇒2,921床（▲454床）

843床⇒834床（▲9床）

1,395床⇒1,064床（▲331床）

1,336床⇒1,500床（+164床）

1,708床⇒1,628床（▲80床）

149床⇒168床（+19床）

5,201床⇒5,316床（+115床）

497床⇒383床（▲114床）

1,901床⇒2,170床（+269床）

【数値標記凡例】
2017年度数値⇒2018年度数
値（前年度からの増減）

１ 大阪市二次医療圏の概要(2)医療体制の概要⑤（入院料別の経年変化）

9

●入院料別報告病床数の推移

出典 病床機能報告（結果は暫定集計）

障害者施設等・特殊疾患病棟、地域包括ケア病棟入院料、療養病棟入
院料が増加、一般病棟10対1、15対１、介護療養病床は減少している



１ 大阪市二次医療圏の概要(2)医療体制の概要⑥（転換補助金）

病床転換促進事業補助金（実績）
大阪府全体

補助金交付病院数 補助金交付病床数

（内）病床転換完了 （内）公立・公的病院 （内）病床転換完了 （内）公立・公的病院

2015年 3 3 3 119 119 119

2016年 5 3 0 103 63 0

2017年 7 5 2 303 125 41

2018年 8 6 0 315 285 0

合計 23 17 5 840 592 160

大阪市

補助金交付病院数 補助金交付病床数

（内）病床転換完了 （内）公立・公的病院 （内）病床転換完了 （内）公立・公的病院

2015年 1 1 1 78 78 78

2016年 3 3 0 63 63 0

2017年 1 0 0 20 0 0

2018年 2 2 0 29 29 0

合計 7 6 1 190 170 78

10

「病床転換促進事業補助金」の交付病院数は府全体で増加傾向であり、
大阪市二次医療圏においては７病院に対し、交付実績がある
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〇５疾病４事業・在宅医療

1 大阪市二次医療圏の概要(3)疾患別の状況①（患者受療状況）

精神疾患を除き、５疾病４事業等の自己完結率※は、2015年度より低
下 しているものの８割程度と高く、また流入超過となっている

（1）患者受療状況（2016年度NDBデータ【国保・後期高齢者レセプト】）

流出超過 流入超過

●住民の入院先医療機関の所在地別割合 ●流入患者と流出患者の差（レセプト件数）

【数値標記凡例】
2016年度実績（2015年度実績との差）

+32492 (▲ 47,836)

▲28015 (▲ 35,567)

+1650 (▲ 14,503)

+5763 (▲ 34,927)

▲81778 (▲ 15,452)

▲680 (▲ 10,085)

+52 (▲ 164)

▲1454 (▲ 1,747)

▲1795 (▲ 7,944)

※自己完結率： 圏域内の医療機関で入院する割合
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1 大阪市二次医療圏の概要(3)疾患別の状況②（医療提供状況）

142.9 (+0.2)
129.9 (▲4.4)
132.2 (▲2.0)
148.1 (▲1.3)
144.1 (▲2.2)
189.6 (+7.5)
104.4 (▲0.4)
107.9 (▲2.8)
109.5 (+6.3)
98.0 (▲0.2)

113.0 (▲0.6)
138.5 (+3.8)
185.6 (+22.0)
173.6 (+1.8)
144.8 (▲3.0)

すべての疾患のSCRは、50～200の範囲に含まれており、医療提供実績
が低い疾患はみられない

（２）医療提供状況(SCR※) （2016年度NDBデータ）
【数値標記凡例】
2016年度実績（2015年度実績との差）

※SCR：年齢調整標準化レセプト出現比
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●診療実績14,000件以上 ●診療実績概ね14,000件未満

1 大阪市二次医療圏の概要(3)疾患別の状況③（診療実績の推移）

多くの部位別の診療実績では増加傾向となっている

〇DPC参加病院のMDC※別診療実績の総計推移（大阪市内）

※MDC：Major Diagnostic Categoryの略、18群に分類された主要診断群
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出典 病床機能報告

●新規入棟患者延べ数の推移

新規入棟患者延べ数（総数）

2017年度 553,482人

2018年度 573,154人

（前年度比 1.04倍）

前年度比 1.02倍

前年度比 1.02倍

前年度比 1.07倍

前年度比 1.48倍

1 大阪市二次医療圏の概要(4)入院患者の推移①（新規入棟患者延べ数）

新規入棟患者延べ数は微増しており、病床機能別では、慢性期が約1.5
倍に増加している
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在棟患者延べ数（総数）

2017年度 8,667,009人

2018年度 9,305,573人

（前年度比 1.07倍）

●在棟患者延べ数の推移

出典 病床機能報告

前年度比 1.05倍

前年度比 0.97倍

前年度比 1.16倍

前年度比 1.27倍

1 大阪市二次医療圏の概要(4)入院患者の推移②（在棟患者延べ数）

在棟患者延べ数は微増しており、病床機能別では、高度急性期～急性期
で横ばい、回復期・慢性期で増加している



再掲）

機能強化型

再掲）

機能強化型

再掲）

機能強化型

豊能 21.9 18.5 3.8 0.48 0 0.19 2.7 9.8 7.3 11.6 15 10.5 0.19

三島 19.5 21.2 2 0.94 0.54 0.54 3.1 6.7 5.4 7.1 14.9 7.8 0.54

北河内 17.2 12.7 2.1 1.37 0.26 0.17 2.9 7.6 7.8 9.8 15.5 10.9 0.26

中河内 20.4 19.2 3.9 0.95 0.47 0.12 2.3 9.7 7.4 11.2 10.2 10.7 0.47

南河内 20.9 19.7 3.8 1.31 0.98 0.33 3.1 9.3 8.6 12.1 14.5 12.4 0.16

堺市 20.7 19.2 3.1 1.31 0.6 0.24 2.5 10.1 7.4 11.7 15.6 13.6 0.48

泉州 17.6 14.5 3.5 2.21 0.55 0.33 2.8 7.8 8.4 10.9 12 11.5 0.22

大阪市 29.1 29.2 5.2 1.3 0.71 0.63 2.9 11.1 9.3 14.5 18.7 12.3 0.48

大阪府 22.5 21 3.8 1.24 0.52 0.37 2.8 9.4 8 11.8 15.5 11.4 0.37

訪問診療を

実施してい
る診療所

在宅療養支
援診療所

在宅療養支
援病院

在宅療養後
方支援病院

訪問診療を

実施してい
る歯科診療

所（居宅）

訪問診療を

実施してい
る歯科診療

所（施設）

在宅患者調

剤加算の届
出薬局

在宅療養支

援歯科診療
所

退院支援加

算届出施設
数

訪問看護ス
テーション

16

●在宅医療提供体制（人口10万対施設数）

参照：第７次大阪医療計画一部改変

1 大阪市二次医療圏の概要(5)在宅医療提供体制①

人口10万当たりの在宅医療提供施設数は府を上回っている



17出典 第７次大阪医療計画一部改変

1 大阪市二次医療圏の概要(5)在宅医療提供体制②

●在宅医療提供体制（人口10万対施設数）

人口10万当たりの在宅医療提供施設数には、各区でばらつきがある

再掲）

機能強化型

再掲）

機能強化型

再掲）

機能強化型

北区 20.2 36.4 2.4 0.0 0.0 2.4 4.9 10.5 11.3 19.4 19.4 10.5 0.0

都島区 22.9 23.9 1.9 1.0 1.0 0.0 2.9 7.6 4.8 8.6 18.1 13.4 0.0

福島区 23.5 19.3 1.4 0.0 0.0 1.4 5.5 11.0 11.0 15.2 23.5 13.8 0.0

此花区 34.5 33.0 1.5 3.0 0.0 1.5 1.5 12.0 3.0 19.5 16.5 9.0 0.0

中央区 44.1 45.1 3.2 0.0 0.0 0.0 3.2 19.3 20.4 31.2 23.6 11.8 0.0

西区 10.8 14.1 2.2 1.1 0.0 3.3 4.3 11.9 9.7 16.2 16.2 11.9 1.1

港区 25.6 24.4 7.3 0.0 0.0 0.0 2.4 4.9 8.5 17.1 12.2 4.9 0.0

大正区 27.6 26.1 7.7 1.5 0.0 1.5 3.1 12.3 13.8 12.3 32.2 7.7 1.5

天王寺区 23.8 26.4 6.6 1.3 0.0 0.0 5.3 5.3 13.2 14.5 30.4 17.2 0.0

浪速区 22.9 27.2 11.5 1.4 0.0 2.9 4.3 11.5 7.2 15.8 11.5 12.9 0.0

西淀川区 24.1 27.2 5.2 1.1 1.1 2.1 4.2 9.4 4.2 8.4 22.0 12.6 2.1

淀川区 21.0 19.3 6.2 0.6 0.0 0.0 1.7 10.2 16.5 15.9 13.6 8.5 0.0

東淀川区 19.4 12.5 2.3 0.6 0.0 0.0 1.1 9.7 4.6 9.7 14.8 12.5 0.6

訪問診療を
実施してい
る歯科診療
所（居宅）

訪問診療を
実施してい
る歯科診療
所（施設）

在宅療養支
援歯科診療
所

在宅患者調
剤加算の届
出薬局

訪問看護ス
テーション

訪問診療を
実施してい
る診療所

在宅療養支
援診療所

在宅療養支
援病院

在宅療養後
方支援病院

退院支援加
算届出施設
数
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出典 第７次大阪医療計画一部改変

1 大阪市二次医療圏の概要(5)在宅医療提供体制②

●在宅医療提供体制（人口10万対施設数）

再掲）
機能強化型

再掲）
機能強化型

再掲）
機能強化型

東成区 49.7 44.7 16.1 3.7 3.7 0.0 5.0 19.9 12.4 21.1 18.6 14.9 1.2

生野区 42.3 39.2 8.5 3.1 2.3 0.8 1.5 10.0 7.7 12.3 22.3 11.5 0.8

旭区 40.4 38.2 10.9 3.3 2.2 0.0 3.3 12.0 8.7 15.3 15.3 9.8 2.2

城東区 31.0 35.8 7.3 1.8 1.2 0.6 3.0 7.3 7.3 10.9 17.0 10.3 0.6

鶴見区 20.6 20.6 4.5 2.7 2.7 0.0 2.7 8.1 5.4 8.1 11.7 10.8 0.9

阿倍野区 30.7 27.9 3.7 0.0 0.0 0.0 1.9 21.4 11.1 23.2 26.0 18.6 0.9

住之江区 22.0 30.9 4.1 0.8 0.8 0.0 4.1 16.3 8.1 12.2 17.9 13.0 0.0

住吉区 30.5 28.5 3.9 1.3 0.0 0.0 4.5 8.4 9.1 8.4 22.7 11.0 0.7

東住吉区 42.8 38.8 4.0 2.4 1.6 0.0 4.0 8.7 10.3 21.4 16.6 14.3 0.0

平野区 30.0 31.0 4.1 0.0 0.0 0.5 0.0 10.2 6.1 11.2 17.8 14.2 0.0

西成区 45.6 36.6 4.5 2.7 0.9 0.9 1.8 16.1 12.5 13.4 20.6 18.8 0.0

大阪市 29.1 29.2 5.2 1.3 0.7 0.6 2.9 11.1 9.3 14.5 18.7 12.3 0.5

大阪府 22.5 21.0 3.8 1.2 0.5 0.4 2.8 9.4 8.0 11.8 15.5 11.4 0.4

退院支援加
算届出施設
数

訪問診療を
実施してい
る歯科診療

所（居宅）

訪問診療を
実施してい
る歯科診療

所（施設）

在宅療養支
援歯科診療
所

在宅患者調
剤加算の届
出薬局

訪問看護ス
テーション

訪問診療を
実施してい
る診療所

在宅療養支
援診療所

在宅療養支
援病院

在宅療養後
方支援病院



重症急性期 急性期（不明） 地域急性期
病床機能報告 2017 18.1% 33.5% 2.4% 11.7% 8.7% 24.9% 0.6% ―
病床機能報告（暫定） 2018 17.7% 33.7% 0.8% 11.3% 10.3% 25.0% 1.3% ―
病床数の必要量 2025 13.7% 37.0% 30.7% 18.6%

区分 年度 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 未報告等

（単位：床）

重症急性期 急性期（不明） 地域急性期

病床数の必要量 2013 4,335 10,624 8,525 7,003 30,487

病床機能報告 2014 5,304 16,594 2,162 6,505 160 2,545 33,270

病床機能報告 2015 4,561 16,101 2,446 7,276 400 2,222 33,006

病床機能報告 2016 5,326 15,804 2,515 7,336 296 1,522 32,799

病床機能報告 2017 5,828 15,279 10,752 781 3,746 2,809 8,013 193 76 32,198

病床機能報告（暫定） 2018 5,566 14,375 10,589 241 3,545 3,230 7,857 395 ―

病床数の必要量【既存病床数内】 2025 4,413 11,939 9,916 6,006 32,274

病床数の必要量【オリジナル】 2025 4,745 12,838 10,662 6,458 34,703

合計区分 年度 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 未報告等

19

1 大阪市二次医療圏の概要 (6)診療実態の分析の結果

●病床機能報告と病床数の必要量の比較

②病床数の必要量（回復期）

●病床機能報告（2018年度）と病床数の必要量（2025年）の割合の比較

サブアキュート・ポスト アキュート・リハビリ機能の現状と将来の予測

①病床機能報告（地域急性期＋回復期）

2017年度 20.4%

2018年度（暫定） 21.6%

30.7%

割合の差
9.1%

(約3,000床)

病床数の必要量における回復期機能を担う病床数の確保には、約９％の
回復期機能への転換が必要と推計できる（2017年度は約10％）
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2 高度急性期から急性期（急性期一般）の概要(1)病床の現状

●入院基本料・特定入院料別報告

●病床の利用状況

高度急性期～急性期において、「急性期一般入院料2～7（一般病棟10対1）」
が1割以上減少している

出典 病床機能報告（結果は暫定集計）

病床数 前年との差
人口10万当た
り病床数

前年との差 病床数 前年との差
人口10万当た
り病床数

前年との差

救命救急入院料・特定集中治療室管理料等 916床 62床 34床 2床 2,155床 84床 24床 1床

小児入院医療管理料 572床 ▲ 28床 21床 ▲ 1床 1,827床 ▲ 74床 21床 ▲ 1床

特定機能病院一般病棟入院基本料等 1,364床 47床 50床 2床 5,016床 71床 57床 1床

急性期一般入院料１（一般病棟7対1） 11,691床 ▲ 52床 431床 ▲ 2床 27,681床 ▲ 369床 313床 ▲ 5床

 急性期一般入院料１【高度急性期での報告】 3,151床 ▲ 175床 116床 ▲ 6床 5,995床 332床 68床 4床

 急性期一般入院料１【急性期での報告】 8,540床 238床 315床 9床 21,627床 ▲ 376床 245床 ▲ 4床

急性期一般入院料２～７（一般病棟10対1） 2,921床 ▲ 454床 108床 ▲ 17床 8,657床 ▲ 6床 98床 0床

入院料区分

大阪市 大阪府

病床稼働率 前年との差 平均在棟日数 前年との差 病床稼働率 前年との差 平均在棟日数 前年との差

救命救急入院料・特定集中治療室管理料等 75.5% 6.4% 5.2 0.2 75.7% 5.2% 5.1 0.4

小児入院医療管理料 64.3% ▲7.4% 6.3 0.1 70.1% ▲4.3% 6.4 ▲ 0.3

特定機能病院一般病棟入院基本料等 86.9% 27.8% 11.3 ▲ 0.2 86.2% 5.5% 11.2 ▲ 1.0

急性期一般入院料１（一般病棟7対1） 81.4% ▲0.7% 10.7 0.0 83.7% 1.8% 10.7 ▲ 0.2

 急性期一般入院料１【高度急性期での報告】 83.1% 0.9% 10.5 0.6 85.8% 0.6% 10.6 0.3

 急性期一般入院料１【急性期での報告】 80.8% ▲1.7% 10.7 ▲ 0.3 83.4% 1.5% 10.7 ▲ 0.3

急性期一般入院料２～７（一般病棟10対1） 85.6% 9.1% 16.3 1.3 78.2% 2.5% 15.4 0.3

入院料区分
大阪市 大阪府
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2 高度急性期から急性期（急性期一般）の概要(2)患者受療・医療提供状況(NDB)①

流出超過 流入超過

▲267 (▲578)

+994 (▲721)

+145 (▲1,116)

+26 (▲314)

+47 (▲20)

▲31 (▲41)
+14 (▲13)

+250 (▲276)
+4,729 (▲1,717)
▲146 (▲19)

+26,588 (▲20,501)
▲6,710 (▲6,225)
+23,234 (▲18,282)

入院料ごとの自己完結率は８割程度と高くなっており、また「一般入院基
本料（7対1）」で特に流入超過の傾向がみられる

（1）患者受療状況（2016年度NDBデータ【国保・後期高齢者レセプト】）

〇入院基本料別の状況

●住民の入院先医療機関の所在地別割合 ●流入患者と流出患者の差（レセプト件数）

【数値標記凡例】
2016年度実績（2015年度実績との差）
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2 高度急性期から急性期（急性期一般）の概要(2)患者受療・医療提供状況(NDB)②

85.0 (▲8.2)
150.7 (▲4.1)
219.4 (▲10.5)
342.8 (+6.2)
154.3 (+9.3)
121.7 (▲1.3)
120.4 (▲7.2)
153.0 (+2.0)
99.6 (▲0.3)

147.4 (▲1.0)
89.5 (▲0.9)

144.7 (▲0.4)

多くの入院料のSCRは、50～200の範囲に含まれており、医療提供実績
が特に低い入院料はみられない

（２）医療提供状況(SCR) （2016年度NDBデータ）

【数値標記凡例】
2016年度実績（2015年度実績との差）
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2 高度急性期から急性期（急性期一般）の概要 (3)現状と課題のまとめ

〇人口10万当たりの病床数は、多くの入院料で府を上回っており、自己完結

率は8割程度と高く、流入超過の傾向がみられる

〇「急性期一般入院料2～7（一般病棟10対1）」の病床数は、1割以上減少し

ており、また2015年度と比べると、自己完結率と流入超過の傾向は低下し

ている

〇今後の医療需要増加に対応していくためには、引き続き他圏域との流出入

の状況等に留意しながら、急性期の医療提供体制のあり方について検討し

ていく必要がある
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3 急性期（地域一般）から回復期の概要 (1)病床の現状

●入院基本料・特定入院料別報告

●病床の利用状況

急性期～回復期において、「地域一般入院料３（一般病棟15対1）」が2割
以上減少し、「地域包括ケア病棟入院料」が約1割増加している

病床数 前年との差
人口10万当た

り病床数
前年との差 病床数 前年との差

人口10万当た

り病床数
前年との差

地域一般入院料１、２（一般病棟13対1） 834床 ▲ 9床 31床 ▲ 0床 2,158床 ▲ 72床 24床 ▲ 1床

地域一般入院料３（一般病棟15対1・特別）） 1,064床 ▲ 331床 39床 ▲ 12床 2,772床 ▲ 566床 31床 ▲ 7床

地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料 1,500床 164床 55床 6床 3,785床 501床 43床 6床

回復期リハビリテーション病棟入院料 1,628床 ▲ 80床 60床 ▲ 3床 5,993床 141床 68床 2床

緩和ケア病棟入院料 168床 19床 6床 1床 643床 50床 7床 0床

入院料区分

大阪市 大阪府

病床稼働率 前年との差 平均在棟日数 前年との差 病床稼働率 前年との差 平均在棟日数 前年との差

地域一般入院料１、２（一般病棟13対1） 62.9% ▲7.2% 22.5 0.4 63.5% ▲5.6% 21.6 0.1

地域一般入院料３（一般病棟15対1・特別）） 69.6% ▲0.8% 36.2 4.1 72.5% 2.0% 38.8 4.0

地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料 84.2% 3.5% 26.4 1.7 83.5% 5.8% 25.2 1.2

回復期リハビリテーション病棟入院料 87.5% ▲1.3% 54.0 ▲ 6.2 87.3% ▲2.3% 59.1 ▲ 2.3

緩和ケア病棟入院料 66.7% 4.5% 19.2 1.9 68.3% ▲2.4% 22.9 ▲ 2.3

入院料区分
大阪市 大阪府
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3 急性期（地域一般）から回復期の概要 (2)患者受療・医療提供状況（NDB）①

〇入院基本料別の状況

▲505 (▲1,080)

▲568 (▲1,184)

▲2,583 (▲2,513)

▲300 (▲482)

136.2 (▲2.5)
92.3 (▲17.9)

105.6 (▲1.8)
94.5 (▲6.7)

入院料ごとの自己完結率はほぼ７割を超えており、2015年度の流入超過
から流出超過となり、また、SCRは100程度となっている

（1）患者受療状況（2016年度NDBデータ【国保・後期高齢者レセプト】）

（２）医療提供状況(SCR) （2016年度NDBデータ）

流出超過 流入超過

●住民の入院先医療機関の所在地別割合 ●流入患者と流出患者の差（レセプト件数）

【数値標記凡例】
2016年度実績（2015年度実績との差）
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3 急性期（地域一般）から回復期の概要 (2)患者受療・医療提供状況（NDB）②

〇肺炎・大腿骨頸部骨折

流入超過流出超過

▲4,477 (▲5,805)

▲185 (▲286)

102.3 (▲1.7)

106.6 (▲6.0)

肺炎・大腿骨頸部骨折の自己完結率は約８割であり、2015年度の流入超
過から流出超過の傾向となり、また、SCRは100程度となっている

（1）患者受療状況（2016年度NDBデータ【国保・後期高齢者レセプト】）

（２）医療提供状況(SCR) （2016年度NDBデータ）

●住民の入院先医療機関の所在地別割合 ●流入患者と流出患者の差（レセプト件数）

【数値標記凡例】
2016年度実績（2015年度実績との差）
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3 急性期（地域一般）から回復期の概要 (3)現状と課題のまとめ

〇人口10万当たりの病床数は、多くの入院料で府を上回る、もしくはほぼ同

程度となっており、「地域包括ケア病棟入院料・入院医療管理料」の病床数

は、2015年度に比べ、約1割増加している

○各入院料や肺炎・大腿骨頸部骨折の自己完結率は７～8割程度で、2015

年度の流入超過から流出超過の傾向がみられる

〇今後の医療に対応した病床機能分化を図っていくためには、引き続き急性

期病棟における「地域急性期」機能の状況や、回復期機能への転換にも留

意しながら、検討していく必要がある
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4 長期療養（慢性期）の概要 (1)病床の現状

●入院基本料・特定入院料別報告

●病床の利用状況

慢性期において、「介護療養病床」が2割以上減少している

出典 病床機能報告（結果は暫定集計）

病床数 前年との差
人口10万当た
り病床数

前年との差 病床数 前年との差
人口10万当た
り病床数

前年との差

療養病棟入院基本料 5,316床 115床 196床 4床 17,007床 210床 193床 3床

介護療養病床 383床 ▲ 114床 14床 ▲ 4床 1,483床 ▲ 305床 17床 ▲ 3床

障害者施設等・特殊疾患病棟入院料 2,170床 269床 80床 10床 6,295床 406床 71床 4床

入院料区分

大阪市 大阪府

病床稼働率 前年との差 平均在棟日数 前年との差 病床稼働率 前年との差 平均在棟日数 前年との差

療養病棟入院基本料 87.2% 1.3% 208.4 14.1 88.6% 0.2% 209.9 ▲ 7.2

介護療養病床 85.5% ▲1.6% 428.1 10.2 83.0% ▲10.0% 322.6 ▲ 16.4

障害者施設等・特殊疾患病棟入院料 88.1% 2.3% 63.5 ▲ 24.9 89.2% 2.5% 85.0 ▲ 10.4

入院料区分
大阪市 大阪府
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4 長期療養（慢性期）の概要 (2)患者受療・医療提供状況（NDB）

〇入院基本料別の状況

流出超過 流入超過

▲10,425 (▲7,908)

▲9,246 (▲6,839)

▲1,207 (▲1,202)

▲4,308 (▲3,139)

▲6,808 (▲5,356)

▲2,177 (▲1,524)
▲599 (▲173)

▲4,361 (▲2,533)

108.1 (+2.5)
131.9 (+5.7)
47.8 (▲14.3)

117.3 (+8.3)
115.5 (▲4.3)

75 (+7.1)
19.3 (▲1.6)

126.1 (+2.5)

多くの入院料の自己完結率は６～７割程度、また流出超過の傾向がみら
れ、SCRは50～200の範囲に含まれている

（1）患者受療状況（2016年度NDBデータ【国保・後期高齢者レセプト】）

（２）医療提供状況(SCR) （2016年度NDBデータ）

●住民の入院先医療機関の所在地別割合 ●流入患者と流出患者の差（レセプト件数）

【数値標記凡例】
2016年度実績（2015年度実績との差）
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4 長期療養（慢性期）の概要(3)現状と課題のまとめ

〇人口10万当たりの病床数及び病床稼働率は、概ね府と同程度であるが、「介

護療養病床」が2割以上減少している

〇多くの入院料の自己完結率は６～７割であり、また流出超過の傾向がみられ、

2015年度に比べると、自己完結率は低下し、流出超過が進んでいる

〇今後の需要に対応した病床機能分化を図っていくためには、引き続き療養病床

の介護施設への転換の状況にも留意しながら、検討していく必要がある



出典 2018年度病院プラン調査等
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31

●入院料別の検討状況

5 将来のあるべき医療体制に向けて (1)2025年に向け各病院が
検討している病床機能①

（床）

●公立・公的・民間別の検討状況

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

公立 102 ▲ 5 0 0 97

公的 ▲ 303 279 13 0 ▲ 11

民間等 509 ▲ 568 325 ▲ 174 92

合計 308 ▲ 294 338 ▲ 174 178

※2025年に向けた検討状況
（各病院の2025年に検討してい
る入院料別病床数総計から各病
院の現在の入院料別病床数の総
計を差し引いて算出）

2025年に向け病院が検討している病床機能等の変更は、地域医療構想
が目指す病床機能分化の方向性と概ね一致している
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5 将来のあるべき医療体制に向けて(1)2025年に向け各病院が
検討している病床機能②

公立・公的・民間 医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 非稼働 計

北区 公的 済生会中津病院 136 543 33 0 0 712

再編予定
時期

医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

2024年秋
済生会中津病院 106 444 0 0 550

済生会（回復期病院） 0 0 96 0 96

計 106 444 96 0 646

増 減 ▲ 30 ▲ 99 +63 0 ▲ 66

公立・公的・民間 医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 非稼働 計

東淀川区 民間等
（医誠会）

医誠会病院 30 297 0 0 0 327
城東区 城東中央病院 0 115 27 91 0 233

計 30 412 27 91 560

再編予定
時期

医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

2022年度 【仮称】大阪医誠会国際総合病院 560 0 0 0 560

増 減 +530 ▲ 412 ▲ 27 ▲ 91 0

※当プラン案については、市保健医療連絡協議会にて、継続審議

●大阪市北部

再編後

●大阪市北部・東部

再編後

済生会中津病院、医誠会2病院、大阪警察病院、錦秀会4病院が2025
年に向け病院の再編を検討している
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5 将来のあるべき医療体制に向けて(1)2025年に向け各病院が
検討している病床機能②

公立・公的・民間 医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 非稼働 計

天王寺区 公的 大阪警察病院 272 255 0 0 53 580

天王寺区 民間等 ＮＴＴ西日本大阪病院 4 282 0 0 55 341

計 276 537 0 0 108 921

再編予定
時期

医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

2021年 大阪警察病院 295 559 0 0 854
増 減 +19 +22 0 0 ▲ 67

公立・公的・民間 医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 非稼働 計

住吉区
民間等
（錦秀会）

阪和病院 0 0 0 549 0 549
阪和第二病院 0 0 0 114 0 114
阪和記念病院 18 117 0 0 0 135
阪和住吉総合病院 0 115 0 0 0 115

計 18 232 0 663 0 913

再編予定
時期

医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

2022年 ４病院を２病院に統合 18 160 305 430 913
増 減 0 ▲ 72 +305 ▲ 233 0

※急性期、回復期、慢性期の病床数について、数床程度修正の可能性あり

●大阪市東部

●大阪市南部

再編後

再編後

出典 2018年度病院プラン調査等
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5 将来のあるべき医療体制に向けて (２)2025年に向け各病院が
検討している病床機能のまとめ

〇2025年に向け病院が検討している病床機能等の変更は、地域医療構想が目
指す病床機能分化の方向性と概ね一致している


